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金沢大学創立50周年記念展示実行委員会



金沢大学の歩み

年月日 事 項

第２７回帝国議会に，「北陸帝国大学設立に関する建議案｣を提出。北陸総合大学設立揮動の端緒。２月１８

日に同案可決。

1９１１（明４４）１．３１

北陸総合大学期成同盟会結成。

教育基本法・学校教育法公布に伴い｜北陸総合大学設立準備委員会設置。

石川軍政隊から，金沢城跡大学設置に利用の指示あり。

文部省から，美術・農学部を除いた医・薬・工。理。法文。教育の６学部編成の指示あり。

第１回大学設置促進週間を実施。教育宝くじ１５００万円分発行。第２回は昭和23年１１月，第３回は昭和
24年８月に発行。

1946（昭２１）６．３

1947（昭２２）１１．４

1947（昭２２）１２．３

1948（昭２３）３．２５

1948（昭２３）

5.10-5-16 

国立学校設置法公布（同日施行）により，金沢大学設置。法文．教育。理．医・薬・エ学部の６学部。第

四高等学校。石川師範学校．石川青年師範学校,金沢高等師範学校・金沢医科大学。金沢医科大学附属医学

専門部．金沢医科大学附属薬学専門部・金沢エ業専門学校を包括・結核研究所。附属図書館等設置。

第１回入学式挙行。８１６名の入学を許可・

戸田正三，初代金沢大学長に就任。

開学記念式典挙行。

1949（昭２４）５．３１

1949（昭２４）７．２５

1949（昭２４）９．２２

1949（昭２４）１１．７

1950（昭２５）３．３１ 第四高等学校閉校。

附属図書館内に曉烏文庫設置。1950（昭２５）４．２９

石川師範学校｡石川青年師範学校･金沢エ業専門学校･金沢医科大学附属薬学専門部閉校｡石川師範学校・

石川青年師範学校の附属学校は，教育学部附属学校と改称。

金沢高等師範学校、金沢医科大学附属医学専門部閉校。金沢高等師範学校附属高等学校・同中学校は，教
育学部附属学校に合併。

1951（昭２６）３．３１

1952（昭２７）３３１

第１回卒業式挙行。

大学院医学研究科(博)設置。

1953（昭２８）３．２５

1955（昭３０）４．１

一般教養部を教養部と改称。1956（昭３１）３．１７

薬学部火災。３２研究室を焼失。1957（昭３２）５．５

教養部を分校と改称。

昭和天皇。皇后余沢大学に行幸。宿舎白雲楼|こて，理学部市川・熊野両教授の御進講。

1958（昭３３）３．２２

1959（昭３３）１０．２９

閨学１０周年記念式挙行。記念事業として｜校歌制定。『金沢大学十年史』刊行等。

金沢医科大学閉校。

教養部二号館火災。同館を半焼。

大学院理学研究科(修)設置。

1959（昭３４）５．２９

1960（昭３５）３．３１

1962（昭３７）２１２

1963（昭３８）４．１

エ学部実験校舎火災。化学エ学。電気エ学科の１２研究室などを焼失。

教養部設置。大学院薬学研究科(修)設置。

1964（昭３９）２．９

１９６４（昭３９）４．１

大学院エ学研究科(修)設置。1965（昭４０）４．１

がん研究所設置。1９６７（昭４２）６．１

保健管理センター設置。1969（昭４４）９．２６

大学院法学研究科(修)設置。1971（昭４６）４．１

大学院文学研究科(修)設置。医療技術短期大学部設置。

大学教育開放センター設置。

文学部・法学部。経済学部設置。アイソトープ総合センター設置。

大学院教育学研究科(修)設置。

1972（昭４７）４．１

1976（昭５１）４１

1980（昭５５）４１

1982（昭５７）４．１

大学院経済学研究科(修)設置。1984（昭５９）４．１

大学院自然科学研究科(博)開設。遺伝子実験施設設置。

大学院自然科学研究科(博)完成。

金沢大学総合移転(第１期として文。法・経済学部･附属図書館)開始。

資料館（学内措置）開館。

1985（昭６０）４，１

1987（昭６２）４．１

1989（平元）９１

1989（平元）１０１１

総合情報処理センター設置、1990（平２）４

大学院社会環境科学研究科(博)設置。

共同研究センター設置。留学生センター設置。

1993（平５）４

1995（平７）４．１

医学部保健学科設置。

教養部改組。

1９９５（平７）１０．１

1996（平８）４．１

外国語教育研究センター設置。1996（平８）５．１１

自然科学研究科改組（区分制博士課程に）。

工学研究科（修）廃止。

1997（平９）４

1998（平１０）４．

医療技術短期大学部廃止。1999（平１１）３．３１

薬学研究科（修）廃止。1999（平１１）４．１

年月日 事項
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第２７回帝国議会'二Ⅲ

曰に同案可決。

｢北陸帝国大学設立に関する建議案｣を提出。北陸総合大学設壷極動の端緒。２月１［

北陸総合大学期成同盟会結成。

教育基本法・学校教育法公布に伴い，北陸総合大学設立準備委員会設置。
石川軍政隊から，金沢城跡大学設置に利用の指示あり。

文部省から，美術・農学部を除いた医・薬・エ・理。法文・教育の６学部編成の指示あり。

第１回大学設置促進週間を実施。教育宝くじ?500万円分発行。第２回は昭和23年１１月，第３回は昭荊
２４年８月に発行。

国立学校設置法公布（同日施行）により，金沢大学設置。法文・教育・理・医。薬・エ学部の６学部。潔
四高等学校・石川師範学校・石)11青年師範学校・金沢高等師範学校。金沢医科大学・金沢医科大学附属医学

専門部・金沢医科大学附属薬学専門部・金沢エ業専門学校を包括。結核研究所・附属図讐館等設置。
第１回入学式挙行。８１６名の入学を許可･

戸田正三，初代金沢大学長に就任。

開学記念式典挙行。

第四高等学校閉校。

附属図書館内に暁烏文庫設置。

石川師範学校･石川青年師範学校･金沢エ業専門学校･金沢医科大学附属薬学専門部閉校｡石川師範学校・
石川青年師範学校の附属学校は，教育学部附属学校と改称。

金沢高等師範学校。金沢医科大学附属医学専門部閉校。金沢高等師範学校附属高等学校・同中学校は，教
育学部附属学校に合併。

第１回卒業式挙行。

大学院医学研究科(博)設置。

一般教養部を教養部と改称。

薬学部火災。３２研究室を焼失。

教養部を分校と改称。

昭和天皇。皇后金沢大学に行幸。宿舎白雲楼にて,理学部市川．熊野両教授の御進講･

開学１０周年記念式挙行。記念事業として，校歌制定．『金沢大学十年史』刊行等.

金沢医科大学閉校。

教養部二号館火災。同館を半焼。

大学院理学研究科(修)設置。

エ学部実験校舎火災。化学エ学。電気工学科の１２研究室などを焼失。

教養部設置。大学院薬学研究科(惨)設置。

大学院工学研究科(修)設置。

がん研究所設置。

保健管理センター設置。

大学院法学研究科(修)設置。

大学院文学研究科(修)設置。医療技術短期大学部設置。

大学教育開放センター設置。

文学部・法学部。経済学部設置。アイソトープ総合センター設置。

大学院教育学研究科(修)設置。

大学院経済学研究科(修>設置。

大学院自然科学研究科(樽)開設。遺伝子実験施設設置。

大学院自然科学研究科(博)完成。

金沢大学総合移転(第１期として文。法・経済学部・附属図書館)開始。

資料館（学内措置）開館。

総合情報処理センター設置。

大学院社会環境科学研究科(博)設置。

共同研究センター設置。留学生センター設置。

医学部保健学科設置。

教養部改組。

外国語教育研究センター設置。
自然科学研究科改組（区分制博士課程に）。

エ学研究科（修）廃止。

医療技術短期大学部廃止。

薬学研究科（修）廃止。



金沢大学創設資料

金沢大学の創設は，旧帝大型の総合大学をめざした

｢北陸総合大学設置期成同盟会」（昭和21年６月３日発足）

の運動に始まる。戦後の政策状況の中で，「北陸総合大

学設立準備委員会｣，「北陸大学実施準備委員会｣，「金沢

大学実施準備委員会」と運動機関の名称を変えていき，

昭和24年５月31日新制国立大学として「金沢大学」が発

足する。「金沢大学創設資料」（全4巻，別冊1巻）は金沢

大学設立前後の文書資料の綴りであり，新制大学発足前

後の様相を伝える資料である。成立は昭和26年ごろ

(『金沢大学事務通報」昭和26年４月発行，参照)。編集

者の山知外男は庶務課職能係長（当時)。金沢大学附属

図書館蔵。マイクロフィルム化されている。このうち，

特に文部省に提出した設立要項，設置認可申請書，占領

軍からの提言等，いくつか興味深い資料を紹介する。

目次

北陸帝国大学構想………･……………･…･…１

戦後の北陸総合大学構想･………………･…･２

北陸総合大学設立準備委員会･…･………･…４

北陸大学設置認可申請書……………………７

教育宝くじ・寄付・…･……………………･１０

初代学長決定…..………………･…………１３

金沢城祉を大学用地に.……･…………･…1５



在4つの帝大があるが，大学の絶対数が少な

い点とその分布状況から北陸に帝大が必要で

あることを指摘する。これに対し文部大臣小

松原英太郎は今は必要がないと回答する。こ

ういった審議のあと委員会では，特に反対意

見がないということで「全会一致を以て可決」

となる。２月18日には，全会一致で可決した

との委員長報告があり，その報告のとおり本

会での可決となる。第27回帝国議会の会期中，

提出された建議案は80件，うち65件が可決さ

れている。当時の議会では「可決」即ち「実

施」ではなかったようである。

Ｚ蕊ﾖﾊﾋﾞ』鞠I§蟻

北陸帝国大学設立に関する建議案

(『創設資料壱巻』）

明治44年１月31日衆議院に提出

提出者戸水寛人，杉田定－，上埜安太郎

井上敏夫，山際敬雄，米田穰
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戸水寛人

戸水寛人は，文久3年生まれ。加賀藩本多

家旧臣。明治13年石川県中学師範学校卒業。

同校の一級下には大正期に文部大臣となる中

橋徳五郎がいる。

明治15年戸水は中橋とともに県費留学生と

して選抜され，東京大学法学部選科生となる

が，途中予備門の卒業試験を受け本科に編入

される。同19年７月帝国大学法科大学卒業。

帝国大学令の制定（明治19年３月）によって

設置された大学院に入る。英国留学を経て，

同27年帝国大学法科大学教授。教授時代に引

き起こした有名な七博士事件がある。

戸水は明治41年５月の第10回衆議院議員総

選挙に立候補，保守勢力である立憲政友会に

大勝する。この選挙には「第四高等学校の学

生が白熱的声援を与え」たという（｢石川県

史第４編』)。翌42年５月には立憲政友会に入党，

同年12月，大学を辞職，政治活動に専心した。

衆院選では5回当選している。

戸水は明治44年の「北陸帝国大学設立に関

田
舟
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円
幻
必

金沢（市）に北陸帝国大学を設置すること

は多年にわたる要望であり，明治末以来幾度

か帝国議会に建議案が提出され可決されては

いるが，いずれも実現には至らなかった。

明治44年１月31日，第27回帝国議会に「北

陸帝国大学設立に関する建議案」が戸水寛人

らによって提出された。東京，京都，東北，

九州に次ぐ北陸帝国大学の設立を望む建議で

ある。

建議案は２月４日，議長指名の特別委員9名

に付託される。２月６日の「北陸帝国大学設立

に関する建議委員会議録」では，戸水は，現

１ 



する建議案」につづき，翌45年に第28回帝国

議会に「金沢高等工業学校設立に関する建議

案」を提出している。提案理由の説明には，

工業教育を充実する必要，金沢は美術・工業

が盛んであること，県立工業学校（明治20年

創立）が効果をあげていることを示している。

この提案は，中橋徳五郎の文相時代に金沢高

等工業学校の設置（大正9年）となって実現

している。

察繍鰯

｢金沢市に北陸帝国大学設置することに関する建

議案」（『創設資料壱巻』）

第90回臨時帝国議会衆議院提出

昭和21年８月１０曰

提出者竹田儀一，殿田孝次，江川為信，

五坪茂雄，益谷秀次，米山久

賛成者石黒武童他福井富山選出代議士

帝大七博士事件

日露戦争前後，東京帝国大学法科大学を主

とする戸水ら教授グループは，対ロシア強硬

外交を主張，政府を攻撃する。これに対し同

学総長山川健次郎は同38年８月，中心人物で

ある戸水を休職処分に付したが，処分に対す

る手続き上の責任のため山川が辞職，後任が

任命された。この処置に教授側は政府に抗議。

研究活動の自由，大学の自治をめぐる論争と

なり，翌39年１月戸水は復職し一応の解決

となる。
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行）と，「学校教育法」（翌４月１日施行）の公

布で，旧憲法下にありながら（｢日本国憲法」

は昭和21年11月３日公布，昭和22年５月３日施

行）新教育体制に入った。

この後も期成同盟会は文部当局等に折衝・

打診を繰り返し，「柴野県知事来沢し，総合

大学は文部相と折衝の結果非常に有望で，工

専昇格を含めて北陸総合大学設置問題を考え

ていきたいとの談話発表｡」（昭和22年５月１４

日）（｢創設資料壱巻』，『金沢大学十年史』）

とあり，この時点では富山や福井を含めた国

立総合大学設立は一部で有望視されていたよ

うである。昭和22年８月，第１回国会にも請願

書・陳情書が提出されている。

旧帝国大型の国立総合大学設置を目指した

運動はこの時期，石川の他，岡山，広島，新

明治19年文部大臣森有礼は「帝国大学令」

を公布。強力な中央集権国家をめざす明治政

府は，東京大学を改編し，「国家の須要に応

ずる学術技芸を教授しその緬奥（うんのう）

を攻究する」（第1条）帝国大学を設置した。

明治30年に京都にも帝国大学が設置され，

｢帝国大学」は東京帝国大学と改称する。以

後，東北・九州・北海道・大阪・名古屋に７

帝国大学，植民地にも京城・台北帝国大学が

おかれた。

昭和21年に既存の7帝国大学は政令により

国立総合大学と改称される。構想にあげられ

ている「北陸総合大学」とは，帝国大学型の

大学を志向するものと思われる。

金沢市に旧帝大型の総合大学を設置する運

動は，戦後の比較的早い時期に始まる。昭和

21年６月３日，「北陸総合大学設置期成同盟会」

の結成会が県庁で挙行された。地元関係者の

他，富山・福井各県知事，富山・福井・敦賀

各市長が出席。同年８月には，第90回臨時帝

国議会に「金沢市に北陸帝国大学を設置に関

する建議案」が提出された。この議会では憲

法改正草案が提出され，草案の逐条審議，小

修正が行われている。北陸帝国大学設置の建

議案は「審議にいたらなかった」（『金沢大学

十年史｣)。

建議案は，帝国大学が最高の教育研究機関

であると共に，「地方開発振興の推進力」で

あるとし，従来の帝国大学が太平洋側に偏在

する弊をあげ，北陸の雄都としての伝統，学

都としての基底を考慮し，北陸地方に帝国大

学の恩恵をと提案している。

潟等でも展開された。

昭和22年３月31日の「教育基本法」（同曰施

３ 



期成同盟会は発展的に解消｣，「北陸総合大学

設立準備委員会を設置」等，新体制への対応

の姿勢がうかがえる。同委員会設置は22年１１

月４日である。

委員は，柴野和喜夫石川県知事を委員長に，

石川県選出代議士ｂ石111県議会議員，金沢市

議会議員，石川県町村長，石川県商工会議所，

金沢・小松・七尾市当局，直轄専門学校長，

石川県当局，学識経験者で構成される。（｢北

陸総合大学設立準備委員会機構」『創設資料

壱巻｣）

国立学校設置法の施行による金沢大学の発

足に至るまで，大学設置の準備機関は，北陸

総合大学設立準備委員会（昭和22年11月４日

～)，北陸大学実施準備委員（昭和23年５月１４

日～)，金沢大学実施準備委員会（昭和23年７

月１０日～）と，昭和24年６月に解散するまで

の1年半余の間に3度の改称をする。

昭和22年３月31日，「教育基本法」（同日施

行)，「学校教育法」（翌４月１日施行）の公布

により新学制が実施された。学校教育法によ

り学校別の勅令は廃止され，６．３．３．４の単

線型の学校制度が採用される。昭和22年７月

には大学基準協会によって大学基準が制定さ

れた。

1.国立北陸総合大学設置準備委員会設置要項

昭和22年（『創設資料壱巻』）
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2.北陸総合大学の設置について（手書き）

昭和22年１月（『創設資料壱巻⑩

金沢に総合大学を設置しようとする運動

は，昭和21年６月に始まった北陸総合大学設

置期成同盟会の活動が端緒であるが，当初は

｢未だ大学創設の目鼻も付かず，実行運動は

至って地味なものであった。中央に陳情した

り，在京県関係者の援助を懇請したり，地元

案をあれこれいぢくっている程度であった｡」

といわれる。（｢金沢大学の誕生」「金沢大学

事務通報第１巻第８号』山知外男，昭和25年９

月）

昭和22年４月の教育基本法，学校教育法の

施行によって「大学創設運動も暗中模索の時

代から－繕の光明を見いだしうる段階に立ち

「従来の如く関係官庁への陳'情，議会への

請願建議による国立大学の誘致は従たる立場

となり今後は大学設置基準委員会の審査を受

け文部省はこれを認証するという新形式とな

ってきたのである」，「基準に副うた各種施設

をなす事が必須の条件となってきた｣，「設置



至った｣。とされる。（同上）北陸総合大学設

置運動は福井・富山両県を除いた「石川県限

り」のレベルに入る。その後，総合大学の名

称は「北陸大学」から「金沢大学」に改称さ

れた。

学に北陸・中国・四国の3校の総合大学を加

えて，１０校を国立総合大学とし，残りの官立

高等教育機関を全て地方に移譲するという，

CI&Eの提案による構想である。

この構想では，中国・四国地方に加えて，

旧帝国大学に準ずる総合大学が金沢に設置さ

れる可能性があったことになる。しかし，各

地方の教育委員会(昭和23年｢教育委員会法｣）

の水準が大学維持にまで達しない，地方の政

治的利権が絡むと大学の自由と自治が損なわ

れるおそれがある，等の理由から（教育刷新

委員会第五十回総会，昭和22年12月２６日），

翌23年１月末には地方移譲案は立ち消えとな
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3.北陸大学設立趣意書

昭和23年１月（『創設資料 壱巻』）
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手書き資料は，『創設資料』の中で特に急

進的な書き方をしている。例えば「全国的に

眺めて新制度による最初の総合大学をどこか

の地におくとしたなら金沢は其の唯一の候補

地となるであろう」との記述には，関係者の

熱意や意気込みをうかがうことができる。

そして，この前後に中央の政策レベルでは，

高等教育機関の地方移譲問題が表面化する。

昭和22年12月４日付『東京新聞』に「官立

大学高専の地方移譲，審議を急ぎ近く実現」

｢旧帝大など十大学は官立に」との見出しで

地方移譲構想が報道された。７校の旧帝国大

｢趣意書」は「新生日本の理想は 」で始

まる。「金沢の地は300年来雄藩の城下として」



｢高き文化の伝統」を持ち，金沢医科大学を

初めとする高等教育機関を有し「学都たる実

を備えている｣。また旧金沢城祉の利用が可

能であること，非戦災都市であること，「こ

の地方の特殊な気候風土，未開発の天然資源，

独自の民情風俗等」が学術の対象となり得る

ことを挙げ，「新制度による総合大学建設地」

としては最適であるとし，石川県民のみなら

ず隣接県民の等しく切望するところであると

結んでいる。

た。後，「文部省より去る１月17日提出済みの

設立要項に関し，同計画の中の学部より美術

農の両学部を除いた，医，薬，工，理，法文，

教育の6学部編成を以て創設事業を推進する

よう指示」があり，以後これに従うことにな

る。（｢経過概要23年３月25日の項｣，「創設資

料壱巻｣）

4.北陸総合大学設立要項

昭和23年1月（『創設資料壱券｣）

昭和23年１月に文部省に提出された「北陸

総合大学設立要項」では，金沢美術工芸専門

学校（昭和21年設置）を母体校とした美術学

部と，金沢高等師範学校（昭和19年設置），

石川青年師範学校（昭和19年設置）を母休校

とした農学部をを含む8学部編成が提案され

６ 



末日であることを通知した。これに対し，北

陸大学実施準備委員会（昭和23年５月１４日，

北陸総合大学設立準備委員会を北陸大学実施

準備委員会と改称する）は，７月末日よりは

るかに早い５月３１日付で「北陸大学設置認可

申請書」を提出している。金沢における大学

設置の推進運動は，昭和21年６月から活動を

始め，昭和22年11月からは石川県・官立諸校

を中心として公的な機関として本格的に取り

組んできた。設置認可申請書作成のための準

備が既に整っていたために，早期提出が可能

だったといえる。

；ｉｉｉ鱗鱒鱗

昭和22年３月31日公布（翌４月１日施行）の

学校教育法に定める大学設置認可に関する条

文は次のようである。

（１）学校を設置するには監督庁の定める設

置基準に従う（第3条)，（２）学校の設置廃

止は監督庁の認可を受ける（第4条），（３）

大学の設置認可に関して，監督庁は大学設

置委員会に諮問する（第60条）

大学設置認可を求める高等教育機関は文部

大臣に対して設置認可申請書を提出する。申

請書は文部大臣の諮問機関である大学設置委

員会（昭和22年12月設置）で検討，答申され

る。この時大学設置委員会が採用した大学設

置認可基準は，大学基準協会が制定した大学

基準をそのまま採用したものである。

大学基準協会は，昭和22年７月「会員の自

主的努力と相互的援助によって我が国におけ

る大学の質的向上をはかる」ことを目的に設

立，自主的運営をする民間の専門団体であっ

て，大学基準は同協会によって，設立と同時

に，同協会に加入するための会員の資格審査

基準として提示されたものである。大学設置

委員会と大学基準協会のメンバーは相互に流

動的で，大学設置委員の半数は大学基準協会

の推薦するもので構成された。

この大学基準を，文部大臣の諮問機関であ

る大学設置委員会が大学設置認可基準として

運用した。ＣＩ＆Eの指導による，大学は，大

学自身によって制定された基準に基づいて認

可されるという理念に基づくものである。

文部省は「昭和23年５月５日付発学144号

通牒」で大学設置認可申請書提出期限が7月

1.北陸大学設置認可申請書

（｢創設資料弐巻』）

昭和23年６月２日５月31日付で文部省に提出
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｢学校教育法施行規則」第2条と第3条によ ･第十三将来計画の概要
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･北陸大学設置理由書
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北陸大学設置認可申請書の末尾の項であ

る。農学部，美術学部，工学部附属漆器研究

所，理学部漁業気象観測所等が興味深い。い

ずれの機関も 現実には設置されなかった。

「金沢市は藩政の昔より」と，金沢の歴史

的背景と7校の直轄学校の伝統に触れ，新制

国立総合大学の建設は「地方住民の文化的要

望と世論にこたえ」るものとし 金沢城祉の

曰軍施設をはじめキャンパスが市の中心部か

ら１．５キロ以内の近距離にあることをもって

設置の理由としている。
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｢創設資料参巻』は通牒関係である。以下，

大学設置に関わる諸機関からの文書である。

3．（大学設置委員の実地調査について）

（『創設資料参巻〃

昭和23年１０月25日

大学設置委員会委員長和田小六発

新制大学設置認可申請校長宛

2.発学144号大学設置認可申請について

（『創設資料参巻』）

昭和23年７月１４曰

文部省学校教育局長日高第四郎発

官公私立大学長・宮公私立高等学校長・官公私

立専門学校宛

4.発庶号外大学設置委員の視察について

(『創設資料参巻』）

昭和23年１１月７日

金沢大学実施準備委員会委員長柴野和喜夫発
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５月５日付発学144号通牒で設置認可申請を７

月末日までに提出せよとの通知に対し，校地

(図面添付）・校舎等建物（図面添付）・図

書標本機械器具等施設・教員個人調等に関し

ては，提出期限に遅れてもよいという内容で

ある。

門
口
強

関西学院大学長神崎験 以下7名の委

員と３名の文部省事務官が金沢入り 11月1０

日から16日まで金沢城jLlL各官立校の実地調

査にあたった。

９ 



5.大基協第４号ノ２４大学設置認可申請書写提供

方依頼について（『創設資料参巻｣）

昭和23年７月23日

大学基準協会和田小六発（新制大学創設事

務責任者）金沢医科大石坂伸吉宛

1．「北陸総合大学設置に関する啓蒙宣伝要項昭

和23年２月３日石川県」（『創設資料壱巻』）
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昭和23年２月３日付の，大学設置に県民の関

心を喚起する広報活動の要領に関する文書で

ある。

｢北陸総合大学を金沢市に設置することは，

北陸地方の文化の向上産業経済の振興を期し

得る」とある。

昭和22年12月，文部省内には１日七帝大に加

えて金沢，中国，四国に旧帝大型の総合大学

設置の構想があった。しかしこの構想は，翌

23年６月にはCI＆Ｅと文部省との協議でいわゆ

る「国立大学設置に関する11原則」が検討さ

れ，１府県1大学の方針に落ち着く。昭和23年

２月の時点では「金沢市民，石川県民はもと

より広く北陸3県の住民の支持協力を懇請す

る」との表現は，北陸3県を巻き込んだ総合

大学設置認可の方式が整備されると，旧制

の官立高等教育機関の，学校教育法に定める

新制国立大学への再編が進められる。この時

の基本方針となるものが，正しくは「新制国

立大学実施要項｣，いわゆる国立大学設置に

関する11原則である。

｢(イ）新制国立大学は特別の地域を除き同一

地域にある官立校はこれを合併して1府県1大

学の実現を図る゜」とあるように，旧制の官

立校を統合，１府県1大学の原則を提示してい

る。１１原則は，昭和23年６月までには文部省

とＣＩ&Eの協議で決定していたとされる。

1０ 



大学構想がこの時点でも生きていたことを思

わせ，政策的には非常に微妙である。

いわゆる「国立大学設置に関する11原則」

では「(二）新制国立大学の組織施設等は差

し当たり現在の学校の組織施設を基本として

編成し逐年これが充実を図る゜」とされ，財

政条件は極めて貧困であった。従って，８６００

万円と見られた創設費としての臨時費は，大

部分は地元の負担となり，その捻出方法は

｢地元の公共団体及び民間有志者の寄付にま

つ」よりほかはない，という状態であった。

(｢北陸大学について昭和23年5月北陸大

学実施準備委員会」「創設資料壱巻』）

昭和23年８月には，金沢大学実施準備委員

会財務委員会では23年度の目標額を県内1300

万円，東京500万円，関西500万円とし，各郡

市に寄付金額を割り当て，寄付を募った。

促進週間では，片町大和デパートで県下小中

学生によるポスター標語の展覧会，街頭宣伝，

公聴会，ラジオ放送，音楽会，ポスター・立

て看板，街頭放送による広報活動が行われて

いる。

昭和23年11月21日から26日の第２回大学設

置促進週間では，金沢市中央公民館で金沢大

学の内容を紹介する展覧会，片町大和デパー

トでは教育くじの賞品の展示があった。この

時の賞品はミシン，服地，ゴム長靴，タオル

化粧石鹸であった。

また各包括校と城跡間の駅伝が行われた。

これは「二十一日大学高専訪問リレー参加

校一医大，薬専，工専，石師，青師，金沢工

芸，七尾高，羽咋高，小松高，津幡高，－高，

金沢高」と，昭和23年11月21日付北陸毎日新

聞に「金大強調週間」の行事として紹介され

ている。金沢大学に包括される官立大学・専

門学校と，昭和21年年発足の金沢美術工芸専

門学校，この年の４月に発足した新制高校が

参加している。

教育宝くじは昭和23年５月と11月の２回行わ

れた大学設置促進週間の諸行事と平行して行

われた。１枚30円，第1回（昭和23年５月10日

発売）では1500万円，第2回（昭和23年11月

10日発売）では2100万円を発行。この約半額，

第１回では760万円．第２回では1000万円の収

入があった。第３回教育宝くじは，大学発足

後の，昭和24年８月に発行されている。大学

での授業開始は９月２日。抽選はその数日後の

4日に行われている。発行額は2100万円。収

入額は1006万円。収入金は城内の校舎改装費

等に充てられた。

2.回覧用金沢大学について（『創設資料壱巻』）

石川県・金沢大学実施準備委員会（昭和23年７

月に北陸大学実施準備委員会から改称された金

沢大学実施準備委員会となっている）

蟄毎2:擢:麺

大学設置促進週間は，昭和23年５月と１１月

の２回行われている。（『金沢大学十年史｣）

昭和23年５月10日から16日の第１回大学設置

1１ 



3.第１回石川県教育宝くじ 昭和23年５月実施 6.昭和23年度創設費予算計上額

（『創設資料弐巻幻

寄付金とくじの収入金の会計報告である。

石川県立歴史博物館蔵

iiliiiil 

illllllliiiil ｉ 
4.第２回石川県教育宝くじ 昭和23年１１月実施

石川県立歴史博物館蔵

7.新聞広告

昭和23年１１月１０曰付『北国毎日新聞』

｢第２回教育宝くじ総合大学創設」

守棚霧瓢膨愚

5.第３回石川県教育宝くじ昭和24年１１月実施

石川県立歴史博物館蔵

8.新聞広告

昭和24年８月１５曰付『北国毎日新聞」

「好評の石川県教育振興宝くじ」

別
凹

鰯
h・
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1.初代学長

初代学長候補として，第一高等学校長・天

野貞祐，東京文理科大学長・務台理作に交渉

したが，実現していない。両者はともに昭和

21年８月発足の教育刷新委員会委員。委員会

では，旧制高等学校の存廃について対立して

いる。天野は旧制高等学校の「人文主義的な

人格形成教育に強い愛着」を持ち，２年制の

｢前期大学」を構想し，旧制高等学校の教育

的特色を残そうとした。一方，務台は，能力

さえあれば上の学校に進んでいけるという教

育の機会均等の立場から旧制高等学校廃止を

主張した。この対立は単に教育的対立ではな

く，高等学校・帝国大学と師範学校・文理科

大学との階級的対立でもあった。天野は，後，

文部大臣になる。

昭和24年２月25日，文部省から新制大学創

設事務責任者・金沢医科大学長石坂伸吉宛，

学長候補者の推薦するよう指示があった。各

官立校が候補者をあげていたが，３月８日，学

長候補推薦について民主的な方法がとられる

べしとの要望が，各校教授団から出された。

１４．１５両日金沢医科大学石坂学長から各官立

校に,京都大学名誉教授戸田正三を推薦する

との意志表示があり，１８日，包括各学校在勤

の3級官以上の文部教官及び専任講師369名に

より直接選挙が行われる。有効投票数301票

中207票で学長候補者を戸田正三に決定した。

(｢金沢大学工学部五十年史⑩

初代学長戸田正三

４月２２日開催の第６回金沢大学創設委員会

(昭和24年４月６日発足，委員長・金沢医科大

学長石坂伸吉，各学部2名の委員からなる）

での報告によれば，２２日石坂医科大学長が知

事と会見，席上，学長候補に戸田推薦，学部

長候補についても決定した。教官による選挙

結果を金沢大学実施準備委員会の人事委員会

(石川県知事柴野和喜夫，副知事土井登，金

沢市長井村重雄，石川県商工会議所会頭西川

外吉，北国毎日新聞社長嵯峨保二，各官立校

長で組織）側に承認を求めたことになる。

この間，人事委員会内部で，第三高等学校

長落合太郎を推す柴野県知事との調停があっ

たという。（『金沢大学工学部五十年史』）

この決定は４月25日文部省に上申される。
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2.金沢大学長推薦の件（『創設資料四巻！）

金沢大学設立事務責任者医科大学長石坂伸吉発

文部省学校教育局長曰高第四郎宛

3.電報昭和24年９月１０曰受信

（『創設資料壱巻』）

発信文部省宛名事務局長

昭和24年４月23日起案

別紙研究業績履歴書調書

｢戸田正三氏近く学長に発令の予定受け入れ体

制を整備されたし」

５月13日の金沢大学創設委員会第８回委員会

メモ（｢創設資料四巻｣）には，「大野事務官

一中略～，戸田正三氏パージの件あり，目下

解除近日中なるも開校に間に合わぬ場合事務

取扱を置く要あり」とある。戸田の教員適格

審査が開学を前に未了であったため，文部省

は５月３１付で学長事務取扱として鳥山喜一第

四高等学校長に発令，しかし６月10日鳥山は

解任。同日，暫定的措置として文部次官佐藤

日出登がその任を命ぜられる゜鳥山はその後

富山大学長に就任する。

このいきさつは，医科大学側の圧力による

ものだという。（｢金沢大学医学部百年史』）

学長が決定せぬまま，第１回入学式が昭和

24年７月25日に挙行された。９月２日に授業開

始。９月２２日になってようやく戸田は学長に

発令されるが，この日付は現在も学長の任期

に影響している。１１月には開学記念式典が行

われた。
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2．「金沢城阯に関する件」（『創設資料壱巻j）

石川軍政隊司令部APO713（本州金沢）発

石川県知事宛昭和22年１２月３曰

鍛繍鰯鯛鰯鯛圃溺蝋

1.協議資料北陸帝国大学組織試案

昭和21年８月６日（『創設資料壱巻』）

（在京顧問評議員会協議資料）

｢場所金沢市野田町，長坂町及組ミ入レラル

ベキ学校ノ敷地」とある。

…
蟻
欝
臘
…
欝
鋤
蕊
Ｊ
…
霞

3.｢金沢城阯利用に関する件｣(『創設資料壱巻』）

石川県知事柴野和喜夫発

石川軍政部隊長宛昭和22年１２月１２曰

’ 
昭和20年10月22日，占領軍の県内進駐が始

まり，金沢城吐や野田・長坂の旧陸軍施設に

配置された。

昭和21年６月３日に結成した北陸総合大学設

置期成同盟会は，同年８月６日，在京顧問評議

員会を開催した。この時の協議資料では，金

沢城吐ではなく「金沢市野田町長坂町（の旧

陸軍施設）及び組み入れらるべき学校の敷地」

を大学用地としている。（『創設資料壱巻』）
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４５「石川軍政部長談話」（『創設資料壱巻』）

昭和22年１２月22曰（昭和22年１２月２３曰付『北

国新聞』掲載）

らば，それが出された11月30日時点では，具

体的な新制大学像は，まだ模索の段階であっ

た。

「昭和22年８月27日石川軍政隊の好意的意

志により県側及び直轄学校長等金沢城祉を詳

さに視察」し（｢同上」「創設資料壱巻』)」

｢９月８日には直轄学校長と県議会との話し合

いがなされて明確に城祉を大学建設用地にす

ることを決定した｡」（｢金沢大学工学部五十

年史』）軍政部からの文書での正式な通知は

12月３日である。

「金沢城吐に関する件」は，軍政部により

接収された城吐は近く県に返還される予定で

ある，その際，北陸総合大学設立準備委員会

に5カ年の条件付き借地権を与える，５年後に

大学設立が実現していなければ，金沢城吐は，

金沢市が教育・リクリエーション厚生施設と

して利用することを可とするものである。条

件として，直ちに大学設立の準備を開始し，

包括される各学校が重複を避け学部を編成す

ること，及び旧軍施設の大学施設への転用に

関する指示等をあげている。

以下は,｢金沢城h上に関する件｣を受けた北

陸総合大学設立準備委員会の様子である。

「この覚え書きを受け取った委員会はにわ

かに活気づき,趣旨に添う旨の下に立案され

た回答が送られ,また知事談話が発表される

等内外交々多忙となり,会議は連日開かれた｡」

「金沢城の確保なって直ちに委員会が副知

事室で開かれた。平素ゼスチェアの少ない委

員の顔もこの曰ばかりは特別で子供のような

はしゃぎ方であった。数年にわたる労苦がこ

こに報いられたのだ。まさに開拓者の喜びで

あった｡」（｢金沢大学の誕生」「金沢大学事務

石川県内では，昭和21年４月に北陸総合大

学設置期成同盟会の結成を前に準備活動を開

始，６月の結成式以降設置運動を行っていた。

同年１１月３０日に，「軍政部より増本（甲

吉・石川県）内務部長を訪問，好意的見解あ

り｡」（｢北陸総合大学設置運動経過概要」『創

設資料壱巻』）とある。中央では，昭和２１

年３月に第１次米国教育使節団の報告による教

育改革が示唆され，８月には教育刷新委員会

が設置されている。教育刷新委員会が，６．

３．３に続く教育機関を，４年制の大学とし，

さらに研究を継続する機関として研究科また

は研究所を設けるという，新制大学に関する

大綱を決定したのはこの年の12月であった。

教育基本法，学校教育法の制定は翌22年の３

月。「好意的見解」が，後に実現する接収さ

れた旧軍施設の開放と大学設置を意味するな
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通報第１巻第９号』，山知外男，昭和25年９月）

金沢城祉は16世紀半ばに加賀~向一侯の拠

点である「金沢御堂」がおかれた地であると

して，真宗大谷派による蓮如450回忌を記念

する「北国宗教大学｣，あるいは総合大学に

おける「宗教学部」の構想があった（昭和２２

年頃)。条件に示されている「7．真宗の仏教

徒が前述の大学の管理に入る宗派に関しない

宗教学部を設立することを欲しないならば真

宗の古刹の吐に記念碑を建てること」（｢金沢

城吐に関する件」「創設資料壱巻｣）との条

項は，この構想が断念されたことを示してい

ＣＩ＆Ｅ（CivillnformationandEducation 

Section民間情報教育局）は，ＧＨＱに設置さ

れた教育担当部局で，戦後占領期の昭和22年

まで日本の教育改革にあたった。

ＣＩ＆E文書はWashingtonNationalRecords

Centerに原本があり，日本では国立国会図書

館憲政資料室で公開されている。占領期の教

育政策を示す資料として注目される。（『金沢

大学50周年史編纂室ニューズレターNo4j）

以下CI＆E文書のうち金沢大学創設に関す

る文書から金沢城jll利用についてのものを紹

介する。

る。この記念碑は建立されていない。

5.金沢高等師範学校長庄司彦六とイールズの

対談昭和24年１月１４日

“MrShOjithenreviewedbriefly,theplans 

brutilizationoftocastleareaatKanazawafOr 

establishmentoftheproposedconsolidated 

universityandaskedfOradviceconcerningit 

Undersignedsuggestedthatｔｈｅｍｏｖｅｂｅｍａｄｅ 

1７ 



graduallybutwithlongrangeplanstoavoid 

uselessconstructionofnewbuildingsinthe 

citywheretheyｍｉｇｈｔｂｅｔｔｅｒｂｅｂｕｉｌｔｏｎｔｈｅ 
ｌｌ 

ｃａｓＵｅarea・

訳：庄司氏は計画されている総合大学設立

に金沢城内を利用する計画について簡単に説

明し，それについての意見を求めた。イール

ズは長期にわたる計画を徐々に実行し，市内

に無駄な建造物の建設を防ぐため城内に建設

するほうが良いということを示唆した。

placeUndersignedexpressedthejudgement 

thattheentireareashouldbereservedfor 

ultimateuniversityusebutthatifcooperative 

arrangementscouldbemade，perhapsona 

temporarybasis，forusealsoasacMc 

gatheringplace,itmightbehighlydesirable” 

訳：鵜飼氏は，金沢城の一部を家族の憩い

の場や市民の集会場として利用できるか討議

した。イールズは，根本的に全区域を大学の

用地とすべきだが，暫定を原則として協定が

なされれば，市民の集会場として利用するこ

とも非常に望ましいとの判断を示した。この頃，昭和23年末から翌24年１月にかけ

て，軍政部から教育学部を城内に移すことを，

2度にわたって勧告を受けている。 金沢大学創設委員会が４月に発足，開学準

備にあたる。５月３１日国立学校設置法により

金沢大学が設置。６月15日から入試。６月18日

金沢大学協議会が発足。第１回入学式は７月２５

日，城内では校舎改装工事中で，翌日から夏

期休業に入り授業開始は９月２日。

７月９日時点では､金沢城趾では旧陸軍兵舎

の校舎への改装工事が急がれていた。

6・金沢大学薬学部長鵜飼貞二とイールズの対談

昭和24年７月９日

“DrUkaidiscussedthepossibleuseofpart 

ofthecastleareaatKanazawaｆｏｒａｃｏｕｒｔｏｆ 

ｆａｍｉｌｙｒｅｌａｔｉｏｎｓａｎｄｆoracivicgathering 
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